
蒲郡市赤い羽根共同募金助成金事業 

「地区防災リーダー研修会」 

～ 現場主義 実践主義の立場から ～ 

 

日   時：令和元年 11 月 25 日（月）午後 6 時 50 分 ～ 8 時 50 分 

会   場：蒲郡市勤労福祉会館 視聴覚室 

主   催：防災塾 ～知ってて蒲郡～ 

講   師：NPO 法人 愛知県防災士会 防災士 

防災アドバイザー 広瀬 一行  

会場下見：令和元年 10 月 23 日（水）午前 10 時 ～ 

参加者数：67 名 

  

「もしもの時」の実働者である仕事帰りの現役世代が参加し易さをと、平成 23 年度 ～

28 年度までの 6 年間も夜間開催をしてきました「地区防災リーダー研修会」2 回コース

を 3 年ぶりに再開しました。市防災担当部長の意向も受け、防災意識向上のため市民、

地区役員、団体役職者に「具体的先進地活動事例」をと計画、講師選考をしました。 

今回、防災アドバイザー 広瀬一行氏が快くお引き受け頂き、遠路事前下見、会場指

定管理者の社会福祉協議会職員と打合せをして頂き、パソコン、プロジェクターともご

自分の物を持ち込みでお願いすることになりました。事前送付頂いた資料を基に、地元

地区の住民レベルでの防災意識啓発、避難行動体験などを、テーマ通りの現場、実践体

験談として、60 頁もの資料を基にパワーポイントを使って講演をして頂きました。 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）防災関係事業 住民周知案内、報告書、住民世帯主確認表、避難訓練関係等々書類 

  資料添付、パソコン・USB 入力 

６）広瀬講師地元活動状況・・・ケーブルテレビ放映 

７）「安否確認（まさかの時の登録票）作成」 

８）避難所開設・運営訓練 

１）ハザードマップ作成のための街歩き 

年代を超えた住民での、 

＊街の危険なもの、 

＊役に立つもの、 

＊役に立つ人の深堀り 

２）防災クイズを通して防災知識を 

３）ハザードマップの活用 避難訓練 

４）地区防災計画作成 

みんなでできる現実的な計画の作成 



  ・避難所レイアウト・安否確認表・要配慮者名簿・防災訓練参加者地図 

・要支援者避難支援プラン・避難所運営訓練手順・・・ 

 

２時間しっかり時間を使っての講話に、参加者が熱心に聞き入り、「このお話しなら 

ぜひ資料元本が欲しい」と講話終了後入力希望者もあり、時間外 会館管理人材派遣の 

シルバーさんから閉館の催促を受けるハプニングもありました。 

 アンケート結果からも、過去開催時より、具体的意見も読み取れ、参加役員の地区が、

実際に動き出すための課題と糸口を見つけることに期待し、支援できる防災塾 ～知って

て蒲郡～ の会員力向上も必要と考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

D 自分の地区で取り組まなければいけないと思う 18 人 

E 自分の地区では取り掛かっている 2 人 

F 自分の地区では作成済み 1 人 

 

２）あなたの心配な自然災害は（複数回答可） 

A 地震 55 人 B 津波 24 人 C 高潮 25 人 D 豪雨 32 人 E 河川氾濫  15 人 

F 土砂崩れ 8 人 G 台風 14 人 H 液状化 4 人 I その他(暴風 2 人竜巻 2 人) 

 

３）今回の講話 稲沢市「現場主義、実践主義の立場から」は 

今後、防災活動、備えに活用できることがありましたか 

  Ａ 大いにあった 22 人（具体的活用部分記入 27 件あり）  Ｂ 少しあった 8 人 

  Ｃ 時間が掛かるが取り組んでみたい 11 人    Ｄ 仲間があれば 6 人 

 

４）ご提案（防災について知りたいことなど） 

 ・高齢者・身体・知的障がい者・肢体不自由児・者のためになる研修希望(80 歳代男) 

 

 文責：小林 春代 

◎アンケート結果から（67 人中）抜粋 

回答数 44 人（65.6%） 

１）地区防災計画について 

（蒲郡市防災計画は地域防災計画です） 

 A 言葉は聞いたことがある 22 人 

B 聞いたことがない         5 人 

 C 市が作成してくれると思う 2 人 


